
目
次

は
じ
め
に　
　

２

第
１
章　

子
ど
も
の
学
力
を
低
下
さ
せ
る
、
忍
び
寄
る
脅
威
と
は　
　

13

な
ぜ
、
先
生
の
優
し
い
コ
ト
バ
が
子
ど
も
の
成
長
を
奪
う
の
か
？　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

14

先
生
を
惑
わ
せ
、
子
ど
も
を
被
害
者
に
さ
せ
る
元
凶
と
は
？　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

19

褒
め
る
と
学
力
が
下
が
る
理
由
１　

慎
重
さ
が
欠
け
る
よ
う
に
な
り
、
ミ
ス
が
増
え
る　

――
―
―
―
―
―　

24

褒
め
る
と
学
力
が
下
が
る
理
由
２　

逆
効
果
で
終
わ
る
こ
と
が
多
い　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

27

褒
め
る
と
学
力
が
下
が
る
理
由
３　

新
し
い
問
題
を
解
か
な
く
な
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

29

褒
め
る
と
学
力
が
下
が
る
理
由
４　

勉
強
し
な
く
て
も
で
き
る
と
信
じ
て
し
ま
う　

――
―
―
―
―
―
―
―　

32



褒
め
る
と
学
力
が
下
が
る
理
由
５　

勉
強
す
る
こ
と
に
抵
抗
す
る
よ
う
に
な
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―　

35

第
２
章　

ウ
ソ
の
自
己
肯
定
感
が
高
ま
る
と
、

学
力
以
外
に
ど
ん
な
隠
れ
た
災
い
を
親
に
も
た
ら
す
の
か
？　
　

39

と
ん
で
も
な
い
災
い
１　

攻
撃
を
受
け
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

43

と
ん
で
も
な
い
災
い
２　

褒
め
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

45

と
ん
で
も
な
い
災
い
３　

こ
き
使
わ
れ
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

47

と
ん
で
も
な
い
災
い
４　

出
費
が
増
え
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

50

と
ん
で
も
な
い
災
い
５　

だ
ま
さ
れ
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

52

と
ん
で
も
な
い
災
い
６　

イ
ラ
イ
ラ
す
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

54

と
ん
で
も
な
い
災
い
７　

親
の
せ
い
に
さ
れ
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

56

な
ぜ
、
ア
メ
リ
カ
人
は
ウ
ソ
の
自
己
肯
定
感
を
す
り
込
ま
れ
た
の
か
？　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

58



第
３
章　

実
は
、
仕
組
み
で
学
力
は
高
ま
る
！　
　

65

自
己
肯
定
感
が
低
い
原
因
か
ら
、
本
当
の
自
信
に
つ
い
て
ヒ
ン
ト
を
考
え
る　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

66

な
ぜ
、
世
界
が
羨
む
ほ
ど
の
自
己
肯
定
感
を
明
治
時
代
の
日
本
人
が
持
っ
て
い
た
の
か
？　

――
―
―
―
―　

74

明
治
時
代
に
成
功
し
た
カ
ギ
は
、
江
戸
時
代
の
あ
の
教
育
法
だ
っ
た
！　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

78

江
戸
時
代
の
子
育
て
三
原
則　

褒
め
ず
、
叱
ら
ず
、
失
礼
せ
ず
！　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

81

し
つ
け
の
違
い
で
３
・６
倍
も
の
所
得
格
差
！　

次
世
代
で
は
学
歴
よ
り
人
間
力
が
有
利
か
？　

――
―
―　

86

「
非
認
知
ス
キ
ル
」
を
高
め
る
仕
組
み
が
、
子
ど
も
の
潜
在
パ
ワ
ー
を
開
花
さ
せ
る
！　

――
―
―
―
―
―　

89

第
４
章　

永
遠
に
輝
く
「
ダ
イ
ヤ
ゲ
ー
ム
」
が
や
る
気
の
光
を
灯
す
！　
　

95

「
シ
ク
ミ
パ
ワ
ー
」
っ
て
何
？　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

96

コ
ト
バ
で
解
決
で
き
な
い
な
ら
、
仕
組
み
で
解
決
を
！　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

100

怒
り
っ
ぽ
い
私
が
、
冷
静
に
変
わ
っ
た
方
法
と
は
？　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

102



「
褒
め
る
」
の
で
は
な
く
、「
認
め
る
仕
組
み
」
が
目
の
色
を
変
え
る
！　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

105

な
ぜ
、
ダ
イ
ヤ
ゲ
ー
ム
な
の
か
？　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

108

子
ど
も
の
輝
き
を
殻
に
閉
じ
込
め
る
８
つ
の
不
要
物
と
は
？　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

110

８
つ
の
研
磨
法
で
心
を
丸
洗
い
し
、
勉
強
の
や
る
気
を
灯
す
！　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

116

ダ
イ
ヤ
ゲ
ー
ム　

２
ス
テ
ッ
プ
で
永
遠
の
輝
き
を
！　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

119

第
５
章　

ダ
イ
ヤ
ゲ
ー
ム
・
ス
テ
ッ
プ
１　

蒔
か
ぬ
種
は
生
え
ぬ
！

才
能
の
芽
を
分
析
す
る
「
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
」　　

121

望
ん
だ
結
果
を
手
に
入
れ
る
土
壌
っ
て
何
？　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

123

才
能
の
芽
が
出
る
土
壌
「
①
報
酬
タ
イ
プ
」
と
「
②
貢
献
タ
イ
プ
」　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

131

才
能
の
芽
が
出
る
土
壌
「
③
仲
間
タ
イ
プ
」
と
「
④
屈
辱
タ
イ
プ
」　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

135

才
能
の
芽
が
出
る
土
壌
「
⑤
訓
練
タ
イ
プ
」
と
「
⑥
承
認
タ
イ
プ
」　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

139

「
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
」
を
作
る
方
法　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

143



「
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
」
の
進
め
方　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

146

第
６
章　

ダ
イ
ヤ
ゲ
ー
ム
・
ス
テ
ッ
プ
２

才
能
の
芽
を
グ
ン
グ
ン
育
て
る
土
壌
「
共
感
・
１
分
間
ゲ
ー
ム
」　　

149

才
能
を
伸
ば
す
土
壌
を
作
る
に
は
、
反
抗
期
を
取
り
除
く
こ
と
が
カ
ギ
と
な
る
？　

――
―
―
―
―
―
―
―　

151

家
事
手
伝
い
で
学
ぶ
責
任
感
は
、
才
能
の
芽
を
伸
ば
す
最
高
の
肥
料
！　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

158

才
能
の
芽
が
潰
さ
れ
る
！　

土
壌
作
り
で
絶
対
に
し
て
は
い
け
な
い
こ
と　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

162

情
報
が
９
割
！
「
共
感
・
１
分
間
ゲ
ー
ム
」
を
作
る
二
つ
の
準
備　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

165

「
共
感
・
１
分
間
ゲ
ー
ム
」
の
シ
ー
ト
を
作
る
方
法　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

168

「
共
感
・
１
分
間
ゲ
ー
ム
」
の
進
め
方　

――
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―　

175
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